
田村市立要田小学校

教職員 児童 保護者

１ 自ら学ぶことができる場の設定と工夫 86 79 87 B

２ 教科の特質に応じた表現ができる場の設定 77 93 91 A

３ 基礎的・基本的な知識・技能の確かな定着と習得

を保証する授業改善
83 83 83 B

４ 地域教材、外部講師、体験、経験に基づいた学び

の活性化と深化
85 92 89 A

　親子活動、陶芸教室、地域探検などで、指導者や引率ボラン

ティアなど地域人材を生かした活動を昨年度より充実させた。児

童が生き生きと取り組み、安全に豊かな体験学習が展開できた。

　閉校に向けて、学年の段階に応じ、学校や地域のよさを

見つめる学習を取り入れ、郷土を大切にする心を育てる。

５ 児童一人一人の教育的ニーズに応じた適切な支援

と特別支援教育の充実
92 96 93 A

　児童の「分かった」「できた」思いを高める授業づくりを工夫

し、タイムリーにほめ、認めながら、意欲を引き出す授業を展開

した。児童が自ら学ぶ姿勢が高まっている。

　個の性質や変容を見取りながら、閉校に伴う児童の不安

を取り除き、心を安定させ前向きに生活が送れるよう支援

をしていく。

６ 親和的な学級・学校集団の形成 85 93 88 A
　複式や学年縦割活動の展開、教師の適切な働きかけにより、仲

の良い学校、互いに認め合う学級づくりができた。友達関係のト

ラブルもほぼ見られなかった。

　成果のあった現在の取り組みを継続し、今後も児童のよ

りよい集団形成に努める。

７ 将来の夢や希望を持たせる教育活動の展開 83 94 80 A

　社会科や総合学習で地域の方々とふれあう活動、また外部講師

による食育や保健学習、動物とふれあう活動を実施した。各活動

のねらいは達成できたが、そこから職業観を広げるなどの実践的

なキャリア教育につなげるのに課題が残った。

８ あいさつ日本一の学校 89 86 76 A
　コロナ禍で元気な声を交わせないこともあり、時と場によりあ

いさつに消極的な場面が見られた。

９ 積極的な生徒指導の推進 88 84 87 A

　日頃からの児童への声かけと見取り、教員同士の情報交換、ま

たSSWなど外部機関と連携することで、問題を早期発見し、解決

に向かうことができた。また、学校の様子を適宜保護者に伝え、

連携を図ることができた。

　成果のあった現在の取り組みを継続し、今後も諸問題の

早期発見と対応に努める。

10 働き方改革の推進 54 85 90 B
　職員の超過勤務時間を適正に保つことができた一方で、授業時

間外で児童と教師がふれあう時間をつくることが十分でなかった

との課題がある。

　教員と児童のよりよい信頼関係の構築を目指して、児童

とふれあう時間をつくれるよう、時間の使い方を見直す。

11 自分で自分を守る意識と能力の向上 86 89 95 A

12 命を大切にする心の育成 93 99 96 A

13 望ましい生活習慣の育成と体位・体力の向上 86 81 77 B

14 自ら目標を持って運動する場や支援の工夫 86 77 64 B

※学校関係者評価者・・・学校評議員6名（ＰＴＡ会長・副会長、代表区長、代表民生児童委員、ＰＴＡ会長ＯＢ会長）

※評価基準について・・・A:85点以上　B：60～85点　C:30～60点　D:30点未満

　成果のあった現在の取り組みを継続し、今後も児童への

継続的な指導と校舎内外の管理を徹底していく。

・環境整備、児童への指導において、今後もできる限りの

感染症防止対策を図る。

・学校と家庭との連携を図り、児童が自らメディアコント

ロールができるよう、情報モラル指導もあわせて行う。

Ａ～４名、Ｂ～２名

○安全、衛生に対する意識がしっかり

と身についている。

○家庭の様子を見ると、地震の時な

ど、自ら安全な場所に避難していた。

普段の学校での訓練のおかげだと思

う。

●メディア依存の心配がある。再度教

育が必要。特に家庭での生活改善に期

待したい。

●もっと体を動かして欲しい。

Ａ～６名

○先生方の目がしっかり行き届いてい

ると感じる。学年関係なく仲良く生活

できている。

○交流や体験活動に安心して参加でき

たようだ。

○登校時また学校訪問時に、地域の方

へのあいさつがしっかりできていた。

○協力して学校行事や交流活動に取り

組み、助け合いの大切さが学べたと思

う。

●コロナによる活動制限があったのは

いたしかたないが、新たな活動を展開

して、子ども達の将来の視野を広げて

ほしい。

●働き方改革と児童とのふれあう時間

の確保は課題である。

・児童の職業観を広げる活動の展開（外部講師の活用）

・家族や地域の方々の思いや願いを知り、自分の役割や今

後の生き方について考えさせる機会を学年の段階ごとに設

定し、閉校しても地域を大切にしようとする児童を育てら

れるようにする。

・いつでも、どこでも、誰にでもあいさつができる児童を

育てる。

Ａ～５名、Ｂ～１名

○児童の意欲や興味、視野の広がりが

感じられる。

○タブレットですぐに調べたり好きな

勉強ができている。

○自分で課題や目標にむかって工夫努

力をし、悦びや達成感が現れているこ

とが、積極性が延びていることが感じ

とれる。

●楽しい授業の雰囲気や教師との信頼

関係をつくることによって、自ら挙手

して発言する姿勢につながるのではな

いか。

●個性を育てていってほしい。

・次年度は完全複式となることから、児童の学ぶ力と教員

の授業力をより伸ばせるよう努める。（目標の明確化、ペ

アやグループなど自分たちで進められる形態の工夫、効果

的な個別指導時間の確保）

・「聞かれたことにしっかり答えられる児童」を目標に、

効果的な表現の機会を位置づけ、自己表現力、対話力、コ

ミュニケーション力を育てる。Ａ

Ａ

Ａ
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　複式学級の機能を生かし、自主的に学習を進めたり、友達同士

で教え合ったりしながら、課題達成に向かって落ち着いて学習す

ることができている。教科によって授業の単式化や個別指導の時

間確保を図ることによって、各学年、単元末には８割達成ができ

た。また、一人１台配置されたタブレットをドリルやプログラミ

ング、表現活動などで活用し、時間を有効に使って児童の基礎学

力や表現力を高めることができた。

　避難訓練などの安全的行事を計画通り実施するとともに、日常

的な安全指導、自他の命を大切にする道徳教育を充実させること

で、児童が安全や健康に気をつけながら生活する態度を身につ

け、学校事故を０にすることができた。

　学校では、うがい手洗いや消毒などの感染対策の習慣をよく身

につけるとともに、休み時間に外で元気に遊ぶ児童も多く、健

康・安全に生活できている。一方で家庭生活では、ノーメディア

の約束を守ること、読書、運動離れなどの課題が見られた。
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